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1

序
　
始
ま
り
は
焦
土
か
ら�

戦
後
政
治
は
、
焦
土
の
中
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
九
四
五（
昭
和
二
〇
）年

の
終
戦
時
、
政
治
の
中
枢
で
あ
る
国
会
議
事
堂
も
、
辺
り
一
面
が
焼
け
野

原
だ
っ
た
。
戦
争
の
爪
痕
か
ら
ど
う
復
興
し
て
い
く
の
か
。
日
々
の
生
活

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。
戦
後
政
治
に
は
、
時
代
と
と
も
に
様
々
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
保
管
す
る
膨
大
な
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
映
像

か
ら
、
時
代
ご
と
に
い
く
つ
か
の
代
表
的
な
声
を
点
描
し
て
み
よ
う
。

「
お
米
ひ
と
つ
も
な
い
ん
で
す
の
」

�

★

―
―

★

一
九
四
六
年
、
和
服
姿
の
若
い
女
性

「
食
べ
る
こ
と
を
第
一
に
解
決
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

�

★

―
―

★

一
九
四
六
年
、
若
い
男
性

「
安
保
、
反
対
、
安
保
、
反
対
」

�
★

―
―

★

一
九
六
〇
年
、
国
会
周
辺
の
群
衆

焦土と化した国会議事堂周辺
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「
団
地
み
た
い
な
の
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
、
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
」

★

―
―

★

一
九
七
一
年
、
中
年
女
性

「
や
っ
ぱ
り
物
価
を
下
げ
て
ほ
し
い
」

★

―
―

★

一
九
八
〇
年
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く
若
い
女
性

「
ど
ん
な
や
り
方
で
も
い
い
ん
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
言
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

★

―
―

★

二
〇
一
一
年
、
中
年
男
性

一
九
四
六（
昭
和
二
一
）年
、
終
戦
間
も
な
い
こ
の
時
期
は
、
明
日
の
食
事
に
も
事
欠
く
時
代
で
あ
り
、「
食
べ
る
こ

と
」
を
最
優
先
に
考
え
る
人
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

一
九
六
〇（
昭
和
三
五
）年
、
岸
信
介
内
閣
に
よ
る
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
を
め
ぐ
っ
て
、
激
し
い
政
治
運
動
が
熱

を
帯
び
た
時
代
。
連
日
、
国
会
周
辺
で
は
「
安
保
、
反
対
」
と
叫
ぶ
反
対
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。
学
生
や
労
働
団
体
だ
け

で
な
く
、
主
婦
や
子
ど
も
の
姿
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
一（
昭
和
四
六
）年
、
高
度
経
済
成
長
期
に
入
っ
て
い
た
こ
の
時
代
、
都
市
部
を
中
心
に
多
く
の
団
地
が
造
成

さ
れ
た
。
団
地
に
入
る
こ
と
で
、
都
会
で
も
「
夢
の
マ
イ
ホ
ー
ム
」
を
持
つ
こ
と
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
団
地

住
ま
い
は
、
人
々
が
憧
れ
る
当
時
の
最
先
端
の
暮
ら
し
で
も
あ
っ
た
。

一
九
八
〇（
昭
和
五
五
）年
、
こ
の
前
年
に
発
生
し
た
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
余
波
で
物
価
は
大
き
く
上
昇
し
た
。

生
活
者
に
と
っ
て
、
日
々
の
支
出
を
左
右
す
る
物
価
の
安
定
は
、
大
き
な
関
心
事
だ
っ
た
。

時
は
流
れ
、
二
〇
一
一（
平
成
二
三
）年
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」
と
呼
ば
れ
る
状
況
下
で
、
日
本

は
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
。
従
来
の
価
値
観
や
社
会
構
造
の
転
換
が
迫
ら
れ
る
混
迷
の
時
代
、
人
々
は
政
治
に

ビ
ジ
ョ
ン
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
し
た
。

こ
う
し
た
声
に
政
治
は
ど
う
向
き
合
い
、
模
索
を
続
け
た
の
か
。
終
戦
直
後
、
五
五
年
体
制
下
、
そ
し
て
東
西
冷
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序　始まりは焦土から

戦
・
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
混
迷
す
る
時
代
、
民
意
を
受
け
る
形
で
、
あ
る
い
は
民
意
を
牽
引
す
る
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
総
理
大
臣
は
、
自
ら
の
掲
げ
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
き
た
。

「
物
心
両
面
に
お
け
る
国
力
の
充
実
に
努
力
を
ひ
た
む
く
べ
き
時
で
あ
る
」

★

―
―

★

吉
田
茂

「
日
米
対
等
の
形
に
お
い
て
、
日
本
の
自
主
性
を
明
ら
か
に
す
る
」

★

―
―

★

岸
信
介

「
日
本
は
ま
だ
永
久
に
、
永
久
に
発
展
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
」

★

―
―

★

田
中
角
栄

「
既
得
権
に
し
が
み
つ
く
自
民
党
を
ぶ
っ
壊
し
た
い
」

★

―
―

★

小
泉
純
一
郎

「
政
権
交
代
に
お
力
を
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
」

★

―
―

★

鳩
山
由
（　

）
2	

紀
夫

「
戦
後
以
来
の
大
改
革
を
成
し
遂
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

★

―
―

★

安
倍
晋
三

二
〇
一
六（
平
成
二
八
）年
現
在
、
戦
後
の
七
一
年
間
に
誕
生
し
た
総
理
大
臣
は
三
三
人
に
の
ぼ
る
。
そ
の
う
ち
二
二

人
、
期
間
で
は
五
五
年
に
わ
た
り
、
戦
後
の
大
半
の
時
代
で
政
権
を
担
っ
た
の
が
、
自
由
民
主
党
出
身
の
総
理
大
臣
だ

っ
た
。
自
民
党
の
政
治
家
た
ち
は
、
国
民
の
声
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
に

取
り
組
み
、
時
に
激
し
い
権
力
闘
争
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。

自
民
党
の
結
党
は
、
六
一
年
前
の
一
九
五
五（
昭
和
三
〇
）年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
自
民
党
に
は
、
吉
田
茂
と
岸
信
介
の

二
人
を
源
流
と
す
る
二
つ
の
路
線
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
保
守
の
路
線
を
考
え
る
こ
と
は
、
戦
後
政
治
そ
の
も
の
を
考

え
る
こ
と
で
も
あ
る
。

吉
田
や
そ
の
後
継
者
た
ち
が
優
先
し
た
の
は
、
経
済
的
な
〝
豊
か
さ
〟
の
実
現
だ
っ
た
。「
経
済
優
先
・
軽
武
装
・
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日
米
関
係
重
視
」
を
国
家
理
念
の
基
軸
に
据
え
よ
う
と
す
る
こ
の
路
線
は
、
戦
後
日
本
の
多
く
の
時
期
で
、
主
流
と
な

っ
た
も
の
だ
っ
た
。

一
方
岸
た
ち
は
、
占
領
期
に
作
ら
れ
た
仕
組
み
を
日
本
人
自
ら
の
手
で
作
り
替
え
な
け
れ
ば
、
真
の
〝
自
立
〟
は
完

成
し
な
い
と
考
え
た
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
自
主
憲
法
制
定
、
自
主
外
交
、
自
主
防
衛
な
ど
を
主
張
し
た
。

吉
田
と
岸
と
い
う
二
人
の
政
治
家
の
間
に
は
、
知
ら
れ
ざ
る
思
惑
や
権
力
の
座
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
が
あ
っ
た
。
戦

後
七
〇
年
あ
ま
り
、
政
治
は
人
々
の
声
を
ど
う
受
け
止
め
、
何
を
形
作
っ
て
き
た
の
か
。
二
人
を
源
流
と
す
る
〝
豊
か

さ
〟
と
〝
自
立
〟
と
い
う
保
守
の
二
つ
の
潮
流
か
ら
紐
解
い
て
い
く
。



〈
終
戦
～
一
九
五
五
年
〉

Ⅰ
奔
流
す
る
二
つ
の
系
譜

第Ⅰ部で描くのは，戦後の混乱の中から憲法
が制定され，講和条約を結んで日本が独立し，
自民党が結党されるまでの 10 年間である．
この時期，戦後日本の進むべき路線をめぐっ
て，吉田と岸の間で激しい権力闘争が繰り広
げられた．

自由民主党結成大会（（955 年 （（ 月 （5 日）



一
九
四
五
年
　
八
月
　
　
終
戦

　
　
　
　
　
一
二
月
　
　
岸
信
介
、
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
に
収
容

一
九
四
六
年
　
五
月
　
　
第
一
次
吉
田
茂
内
閣
発
足

　
　
　
　
　
一
一
月
　
　
日
本
国
憲
法
公
布

一
九
四
七
年
　
五
月
　
　
日
本
国
憲
法
施
行
、
第
一
次
吉
田
内
閣
退
陣

一
九
四
八
年
一
〇
月
　
　
第
二
次
吉
田
内
閣
発
足

　
　
　
　
　
一
二
月
　
　
岸
、
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
か
ら
釈
放

一
九
五
一
年
　
九
月
　
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

一
九
五
三
年
　
四
月
　
　
岸
、
衆
議
院
議
員
に
当
選

一
九
五
四
年
一
一
月
　
　
日
本
民
主
党
結
党
、
岸
は
幹
事
長
に

　
　
　
　
　
一
二
月
　
　
第
五
次
吉
田
内
閣
退
陣

一
九
五
五
年
一
一
月
　
　
自
由
民
主
党
結
党
、
岸
は
初
代
幹
事
長
に
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1
章
　
吉
田
茂
の
権
勢

★

―
―

★

始
ま
っ
た
〝
戦
後
政
治
〟

談
笑
す
る
吉
田
と
岸
　
映
像
に
秘
め
ら
れ
た
謎

吉
田
茂
と
岸
信
介
を
と
ら
え
た
貴
重
な
映
像
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
残
さ
れ
て
い
る
。
神
奈
川
県
大
磯
町
に
あ
っ
た
吉
田
茂

の
邸
宅
で
行
わ
れ
た
会
合
を
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
カ
メ
ラ
が
撮
影
し
た
も
の
だ
。
こ
こ
に
は
政
敵
同
士
と
言
わ
れ
た
吉
田
と
岸

が
、
笑
顔
で
語
ら
う
姿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
二
人
の
談
笑
が
記
録
さ
れ
て

い
る
時
間
は
、
わ
ず
か
に
七
秒
。
私
の
探
し
た
限
り
で
は
、
二
人
が
談
笑
す

る
姿
を
記
録
し
た
唯
一
の
映
像
で
あ
る
。

こ
の
映
像
は
、
一
九
六
〇（
昭
和
三
五
）年
五
月
八
日
、
日
米
友
好
協
会
会

長
と
し
て
渡
米
す
る
こ
と
に
な
っ
た
吉
田
を
激
励
す
る
壮
行
会
に
、
当
時
の

内
閣
総
理
大
臣
・
岸
信
介
が
出
席
し
た
時
の
も
の
だ
。
こ
の
日
は
、
岸
政
権

が
新
日
米
安
全
保
障
条
約
の
衆
議
院
で
の
与
党
単
独
採
決
に
踏
み
切
る
一
〇

日
ほ
ど
前
の
時
期
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
忙
な
時
期
に
、
総
理
大
臣
の

座
に
あ
っ
た
岸
信
介
が
政
敵
で
あ
る
吉
田
茂
を
訪
ね
、
談
笑
し
て
い
た
の
か
。

そ
の
謎
は
、
第
Ⅱ
部
で
詳
し
く
解
き
明
か
す
。
し
か
し
こ
の
時
、
笑
顔
の
裏

談笑する吉田と岸（（960 年 5 月 8 日）
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で
二
人
は
、
戦
後
政
治
の
路
線
を
め
ぐ
り
、
熾
烈
な
せ
め
ぎ
合
い
を
繰
り
広
げ

て
い
た
の
だ
っ
た
。

終
戦
後
の
混
乱
期
に
登
場
し
た
吉
田
茂

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
葉
巻
を
燻く

ゆ

ら
せ
る
、
和
服
姿
の
吉
田
茂
。
一
九
四
五

（
昭
和
二
〇
）年
か
ら
一
九
五
二（
昭
和
二
七
）年
の
約
七
年
に
及
ん
だ
占
領
期
間
の

大
半
で
総
理
大
臣
を
務
め
た
の
が
、
こ
の
吉
田
だ
っ
た
。「
白
足
袋
」「
葉
巻
」

「
ワ
ン
マ
ン
」「
和
製
チ
ャ
ー
チ
ル
」
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
た
、
こ
の
貴
族
然
と
し

た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
宰
相
に
、
終
戦
直
後
の
日
本
の
舵
取
り
が
委
ね
ら
れ
た
。

終
戦
直
後
の
日
本
は
、
焦
土
と
化
し
、
餓
死
者
が
出
る
ほ
ど
の
食
糧
難
で
あ

っ
た
。
食
糧
を
求
め
て
、
非
合
法
の
闇
市
に
人
が
大
挙
し
て
押
し
か
け
る
な
ど
、
多
く
の
人
々
が
明
日
の
食
糧
に
も
事

欠
く
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
時
期
の
一
九
四
六（
昭
和
二
一
）年
五
月
に
、
吉
田
内
閣
は
発
足
し
た
。
吉
田
が

最
優
先
に
考
え
た
の
は
、
経
済
を
立
て
直
し
、
戦
災
か
ら
の
復
興
を
実
現
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
可
能
な
限

り
早
期
の
日
本
の
独
立
回
復
を
め
ざ
し
た
。
総
理
就
任
後
、
初
め
て
の
記
者
会
見
で
吉
田
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
時
局
は
誠
に
重
大
を
極
め
、
殊
に
食
糧
問
題
の
速
や
か
な
る
打
開
は
、
わ
が
国
民
再
生
の
鍵
で
あ
り
一
瞬
の
遷

延
す
ら
許
し
ま
せ
ん
」

葉巻を吸う吉田茂
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商
家
で
育
っ
た
吉
田
　
そ
の
思
想
形
成

吉
田
茂
は
、
西
南
戦
争
の
翌
年
の
一
八
七
八（
明
治
一
一
）年
、
東
京
に
て（
諸
説
あ
り
）、
元
土
佐
藩
士
で
実
業
家
の
父

竹
内
綱つ

な

、
母
瀧
子
と
の
間
に
、
七
男
七
女
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

三
歳
に
な
る
直
前
に
、
父
親
と
親
交
が
あ
り
子
宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
実
業
家
・
吉
田
健
三
夫
妻
の
も
と
に
養
子
に

出
さ
れ
る
。
養
父
の
吉
田
健
三
は
、
日
本
初
の
電
灯
会
社
設
立
や
醤
油
の
醸
造
業
、
ト
タ
ン
板
・
ビ
ー
ル
の
輸
入
な
ど

数
多
く
の
事
業
に
携
わ
り
、
横
浜
で
も
屈
指
の
富
豪
と
い
わ
れ
た
人
物
だ
。
そ
の
資
産
で
手
に
入
れ
た
も
の
の
一
つ
が
、

神
奈
川
県
大
磯
町
の
広
大
な
土
地
と
邸
宅
だ
っ
た
。
吉
田
が
一
一
歳
の
時
に
健
三
は
早
世
し
、
現
在
の
金
額
に
換
算
す

る
と
数
十
億
円
と
も
言
わ
れ
る
莫
大
な
遺
産
を
吉
田
は
相
続
す
る
。
健
三
が
別
荘
と
し
て
い
た
大
磯
の
土
地
と
邸
宅
も
、

吉
田
が
相
続
し
た
。
吉
田
は
こ
の
土
地
に
少
年
時
代
か
ら
親
し
ん
だ
。
終
戦
前

か
ら
は
邸
宅
と
し
て
、
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
を
過
ご
し
て
い
る
。

こ
の
大
磯
の
邸
宅
は
、
現
在
は
神
奈
川
県
立
大
磯
城
山
公
園
の
旧
吉
田
茂
邸

地
区
と
な
っ
て
い
る
。
惜
し
く
も
二
〇
〇
九（
平
成
二
一
）年
に
本
邸
は
火
災
に

よ
っ
て
消
失
し
た
も
の
の（
現
在
、
再
建
工
事
中
）、
日
本
庭
園
や
門
な
ど
は
現
在

も
残
っ
て
い
る
。

二
〇
一
五（
平
成
二
七
）年
五
月
の
暑
い
日
、
私
は
こ
の
場
所
を
訪
れ
た
。
Ｊ

Ｒ
東
海
道
本
線
の
大
磯
駅
か
ら
、
一
〇
分
弱
バ
ス
に
揺
ら
れ
、
最
寄
り
の
停
留

所
か
ら
三
、四
分
歩
く
と
、
旧
吉
田
茂
邸
地
区
に
着
い
た
。
敷
地
全
体
の
広
さ

は
二
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
約
一
一
〇
面
分
と
い
う
途
方
も
な
い

旧吉田茂邸，兜門
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広
さ
だ
。

敷
地
に
入
っ
て
す
ぐ
に
見
え
る
の
は
、「
兜
門
」
だ
。
シ
ル
エ
ッ
ト
が
兜
の

形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
が
付
い
た
と
い
う
。
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
に
よ
る
と
、
こ
の
門
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講

和
条
約
締
結
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
門
で
、
別
名
「
講
和
条
約
門
」
と
も
言

わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
京
都
か
ら
宮
大
工
を
呼
ん
で
建
て
ら
れ
、
こ
の
門
だ
け

で
一
戸
建
て
が
一
〇
軒
建
つ
ほ
ど
の
費
用
が
か
け
ら
れ
た
と
い
う
。
兜
門
を
入

る
と
、
広
大
な
日
本
庭
園
が
広
が
る
。
こ
の
庭
園
で
、
前
述
の
吉
田
と
岸
が
談

笑
し
て
い
た
会
合
は
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
庭
園
を
進
み
勾
配
を
登
っ
て
い
く
と
、
や
が
て
海
が
視
界
に
入
っ
て

く
る
。
吉
田
の
銅
像
が
建
つ
小
高
い
場
所
の
あ
た
り
か
ら
は
相
模
湾
、
そ
し
て
奥
に
広
が
る
太
平
洋
の
大
海
原
を
望
む

こ
と
が
で
き
る
。
海
か
ら
吹
い
て
く
る
潮
風
が
心
地
い
い
。
貿
易
な
ど
の
実
業
に
よ
っ
て
財
を
成
し
て
い
っ
た
吉
田
家

の
家
風
は
、
そ
の
後
の
政
治
家
吉
田
の
原
点
と
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
家
庭
環
境
が
、
交
渉
に
よ
っ
て
実
利
を
得
る
、

吉
田
の
現
実
主
義
者
の
側
面
を
育
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
東
京
大
学
の
牧
原
出い

づ
る

教
授
は
こ
う
語
る
。

「
吉
田
は
商
家
で
育
っ
て
、
投
資
と
取
引
の
現
場
が
身
近
に
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
平
和
が
前
提
の
中
で
の
経

済
成
長
を
重
視
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
吉
田
の
大
磯
の
邸
宅
は
、
目
の
前
に
海
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
海
を
見
て

世
界
を
考
え
る
と
い
う
世
界
観
が
こ
こ
に
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
」

旧吉田茂邸敷地内に立つ吉田像


